
「
軍
事
費
を
削
っ
て
、
コ
ロ
ナ
対
策
に

ま
わ
せ
。
」
「
医
療
提
供
体
制
、
公
衆

衛
生
体
制
の
拡
充
。
」
「
８
時
間
働
い

て
普
通
に
暮
ら
せ
る
賃
金
・
働
く
ル
ー

ル
の
確
立
。
」
「
な
く
せ
貧
困
と
格
差
、

大
幅
賃
上
げ
・
底
上
げ
で
景
気
回
復
、

地
域
活
性
化
。
」
「
い
ま
す
ぐ
最
賃
１

５
０
０
円
、
全
国
一
律
最
賃
制
の
実
現
。
」

「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
社
会
の
実
現
、
多

様
性
の
尊
重
。
」
な
ど
を
メ
イ
ン
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
、
第
９
２
回
中
央
メ
ー
デ
ー
が

５
月
１
日
（
土
）
代
々
木
公
園
野
外
音

楽
堂
に
て
全
国
１
６
か
所
の
会
場
と
中

継
開
催
さ
れ
、
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
に
て
生

配
信
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
に
よ
り
会
場
に
は

メ
ー
デ
ー
実
行
委
員
や
、
各
組
織
の
代

表
な
ど
少
人
数
の
参
加
で
行
わ
れ
、
デ

モ
行
進
も
中
止
と
な
り
ま
し
た
。
建
交

労
東
京
は
全
組
合
員
に
オ
ン
ラ
イ
ン
視

聴
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。
主
催
者
あ
い

さ
つ
で
、
小
畑
雅
子
全
労
連
議
長
は
、

医
療
・
公
衆
衛
生
の
逼
迫
し
た
状
況
は
、

新
自
由
主
義
に
よ
る
公
務
・
公
共
サ
ー

ビ
ス
切
り
捨
て
が
根
底
に
あ
り
、
政
府

に
対
し
、
命
を
守
る
こ
と
を
最
優
先
と

す
る
政
治
を
求
め
て
い
く
と
強
調
し
ま

し
た
。
雇
用
と
暮
ら
し
の
課
題
で
は
、

休
業
補
償
で
一
定
の
成
果
を
勝
ち
取
っ

た
が
、
女
性
、
非
正
規
雇
用
労
働
者
に

矛
盾
が
集
中
し
て
お
り
、
運
動
を
さ
ら

に
強
め
よ
う
と
述
べ
ま
し
た
。
ま
た
、

政
府
・
財
界
が
コ
ロ
ナ
禍
の
便
乗
で
す

す
め
る
成
長
戦
略
に
抗
し
て
「
格
差
を

な
く
し
、
８
時
間
働
け
ば
誰
も
が
人
間

ら
し
く
暮
ら
せ
る
公
正
な
社
会
。
」
の

実
現
を
求
め
ま
し
た
。
そ
し
て
、
長
野
、

広
島
、
北
海
道
２
区
の
す
べ
て
で
市
民

と
野
党
の
共
闘
が
勝
利
し
た
こ
と
に
触

れ
「
都
議
選
、
総
選
挙
へ
つ
な
げ
、
国

民
の
命
と
暮
ら
し
を
守
る
政
治
を
実
現

し
よ
う
。
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。
連

帯
あ
い
さ
つ
で
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
医
療
制

度
研
究
会
の
本
田
宏
副
理
事
長
は
、

「
医
療
、
生
活
、
年
金
、
教
育
、
保
育

も
政
治
だ
。
コ
ロ
ナ
は
ピ
ン
チ
だ
が
、

社
会
を
変
え
る
チ
ャ
ン
ス
だ
。
」
と
強

調
し
ま
し
た
。
各
地
メ
ー
デ
ー
の
会
場

中
継
で
は
、
福
島
県
労
連
の
斎
藤
富
春

議
長
が
「
原
発
事
故
汚
染
水
の
海
洋
放

出
を
あ
ら
ゆ
る
手
段
で
阻
止
す
る
。
」
、

広
島
県
労
連
の
神
部
泰
議
長
は
「
参
院

再
選
挙
で
菅
政
権
に
厳
し
い
審
判
を
下

し
た
。
政
府
に
核
兵
器
禁
止
条
約
の
批

准
を
求
め
る
。
」
と
発
言
し
ま
し
た
。

ま
た
、
ア
メ
リ
カ
電
気
機
械
無
線
労

働
組
合
カ
ー
ル
・
ロ
ー
ゼ
ン
議
長
や
、

韓
国
全
国
民
主
労
働
組
合
総
連
盟
ヤ
ン

・
ギ
ョ
ン
ス
委
員
長
な
ど
世
界
の
労
働

組
合
か
ら
連
帯
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
届
け

ら
れ
ま
し
た
。
団
体
決
意
表
明
で
は
、

東
京
医
労
連
女
性
部
よ
り
「
看
護
師
を

五
輪
派
遣
す
る
余
裕
は
な
い
。
都
立
病

院
の
独
法
化
は
中
止
す
べ
き
。
７
５
歳

以
上
の
医
療
費
２
倍
化
、
病
床
削
減
を

や
め
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
首

都
圏
青
年
ユ
ニ
オ
ン
か
ら
は
、
「
コ
ロ

ナ
休
業
補
償
を
企
業
に
支
払
わ
せ
、
国

に
休
業
支
援
金
を
つ
く
ら
せ
た
。
シ
フ

ト
制
の
悪
用
を
規
制
さ
せ
よ
う
。
」
と

訴
え
ま
し
た
。
最
後
は
東
京
地
評
荻
原

淳
議
長
の
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
で
今
年
の

メ
ー
デ
ー
は
終
了
し
ま
し
た
。

同
日
、
北
多
摩
西
教
育
会
館
に
て
開

催
さ
れ
た
三
多
摩
メ
ー
デ
ー
で
は
バ
ス

関
連
支
部
（
京
王
新
労
組
）
の
仲
間
が

争
議
の
報
告
や
今
後
の
た
た
か
い
に
向

け
た
決
意
表
明
を
行
い
、
全
国
に
生
配

信
さ
れ
ま
し
た
。

【
書
記
長

遠
藤

晃
】
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催



憲
法
記
念
日
の
５

月
３
日
（
月
）
、
全

国
各
地
で
集
会
や
行

動
が
行
わ
れ
、
国
会

議
事
堂
正
門
前
で
は

「
５
・
３
憲
法
集
会
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
緊
急

事
態
宣
言
が
出
さ
れ

た
た
め
参
加
者
数
を

絞
っ
て
行
わ
れ
ま
し

た
が
、
集
会
の
様
子

は
リ
モ
ー
ト
で
生
配

信
さ
れ
、
全
国
に
憲

法
を
守
り
生
か
そ
う

の
声
を
届
け
ま
し
た
。

当
日
は
、
立
憲
民
主

党
党
首
枝
野
幸
男
衆
議
院
議
員
、
日

本
共
産
党
党
首
志
位
和
夫
衆
議
院
議

員
、
社
民
党
党
首
福
島
瑞
穂
参
議
院

議
員
が
発
言
し
、
れ
い
わ
新
選
組
の

山
本
太
郎
代
表
が
連
帯
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
寄
せ
ま
し
た
。
ま
た
、
大
会
実

行
委
員
会
代
表
・
東
京
大
学
名
誉
教

授
・
九
条
の
会
事
務
局
長
小
森
陽
一

さ
ん
、
作
家
の
雨
宮
処
凛
さ
ん
、
前

法
政
大
総
長
・
江
戸
文
化
研
究
者
の

田
中
優
子
さ
ん
、
市
民
連
合
呼
び
か

け
人
の
山
口
二
郎
法
政
大
学
教
授
が

そ
れ
ぞ
れ
訴
え
、
憲
法
を
守
り
生
か

す
政
治
へ
の
転
換
を
呼
び
掛
け
ま
し

た
。
今
年
の
３
月
ま
で
法
政
大
学
の

総
長
を
務
め
ら
れ
た
田
中
優
子
さ
ん

（
２
０
１
４
年
就
任
時
、
東
京
６
大

学
で
初
の
女
性
総
長
）
は
訴
え
の
中

で
「
現
行
の
日
本
国
憲
法
と
、
自
民

党
憲
法
改
正
草
案
を
読
み
比
べ
て
欲

し
い
。
例
え
ば
前
文
、
自
民
党
草
案

で
は
天
皇
を
い
た
だ
く
国
家
、
即
ち

天
皇
を
元
首
と
し
て
お
り
、
主
権
が

国
民
に
あ
る
と
す
る
現
行
憲
法
の
趣

旨
か
ら
す
る
と
、
全
く
『
別
の
国
』

に
な
る
。
個
人
の
尊
厳
か
ら
国
家
を

優
先
に
、
公
共
の
福
祉
は
公
益
・
公

の
秩
序
に
置
き
換
え
ら
れ
て
い
る
。

政
府
与
党
の
改
正
の
狙
い
を
掴
む
事

が
重
要
で
、
改
正
即
ち
憲
法
を
棄
て

る
か
、
守
り
生
か
す
の
か
２
つ
に
１

つ
だ
」
と
述
べ
ま
し
た
。

政
府
に
戦
争
す
る
な
と
訴
え
続
け

る
９
条
、
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
国
民
を
守

れ
と
せ
ま
る
２
５
条
、
国
民
の
命
と

健
康
の
保
障
は
、
国
家
権
力
を
縛
る

憲
法
を
、
国
民
が
生
か
す
こ
と
が
出

来
る
か
ど
う
か
に
か
か
っ
て
い
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

建
交
労
・
京
王
新
労
組
支
援
共
闘

会
議
は
４
月
２
４
日
（
土
）
に
京
王

線
高
尾
山
口
駅
で
宣
伝
行
動
に
取
り

組
み
ま
し
た
。
昨
年
は
緊
急
事
態
宣

言
が
出
さ
れ
中
止
を
余
儀
な
く
さ
れ

た
た
め
、
２
年
ぶ
り
の
開
催
で
す
。

「
京
王
電
鉄
よ
、
争
議
を
早
期
解
決

せ
よ
！
」
と
の
横
断
幕
を
掲
げ
て
取

り
組
み
ま
し
た
。
高
尾
山
口
駅
は
早

朝
か
ら
家
族
連
れ
や
若
者
の
団
体
登

山
客
で
賑
わ
い
、
コ
ン
ビ
ニ
で
飲
み

物
を
買
う
の
も
一
苦
労
で
す
。
新
緑

が
芽
生
え
、
鶯
が
さ
え
ず
る
心
地
良

い
晴
天
の
中
、
都
本
部
や
支
援
共
闘

の
仲
間
と
共
に
登
山
客
に
「
よ
う
こ

そ
高
尾
山
へ
」
「
気
を
付
け
て
登
山

を
楽
し
ん
で
下
さ
い
」
と
声
を
か
け

な
が
ら
千
枚
の
ビ
ラ
を
配
布
し
ま
し

た
。
登
山
客
の
中
に
は
「
京
王
に
は

バ
ス
会
社
が
幾
つ
あ
る
の
か
？
」

「
子
会
社
化
し
て
賃
金
を
安
く
し
て

る
の
で
す
ね
」
と
声
を
か
け
て
下
さ

る
方
も
い

ま
し
た
。

高
尾
山
口

駅
前
な
ら

で
は
の
宣

伝
で
団
結

を
固
め
合

う
こ
と
が

出
来
ま
し

た
。
京
王

新
労
組
は
勝
つ
ま
で
た
た
か
う
決
意

で
奮
闘
し
て
い
ま
す
。
引
き
続
き
あ

た
た
か
い
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

【
バ
ス
関
連
支
部
（
京
王
新
労
組
）

執
行
委
員
長

佐
々
木

仁
】
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原
水
爆
禁
止
国
民
平
和
大

行
進
は
、
１
９
５
８
年
６
月

に
西
本
敦
（
あ
つ
し
）
さ
ん

に
よ
っ
て
始
め
ら
れ
ま
し
た
。

以
来
、
核
兵
器
を
地
球
上
か

ら
無
く
し
た
い
と
い
う
願
い

を
込
め
て
、
多
く
の
参
加
者

で
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
今

年
は
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
出

発
集
会
は
リ
モ
ー
ト
で
生
中

継
、
行
進
は
宣
伝
カ
ー
で
開

催
と
な
り
ま
し
た
。
１
９
４

５
年
８
月
６
日
広
島
、
９
日

長
崎
、
ア
メ
リ
カ
に
よ
り
原

子
爆
弾
が
投
下
さ
れ
、
広
島

で
１
４
万
人
、
長
崎
で
７
万

４
千
人
が
亡
く
な
り
ま
し
た
。

た
っ
た
１
発
で
大
都
市
の
全

て
を
焼
き
尽
く
す
究
極
の
兵

器
を
人
類
は
手
に
す
る
に
至

り
ま
し
た
が
、
日
本
は
、
そ

の
恐
怖
と
地
獄
を
、
世
界
で

唯
一
、
２
度
も
経
験
し
た
国

と
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
１
９

５
４
年
３
月
１
日
、
ビ
キ
ニ

環
礁
で
、
ア
メ
リ
カ
の
水
爆

実
験
に
よ
り
日
本
の
ま
ぐ
ろ

漁
船
第
５
福
竜
丸
乗
り
組
み

員
２
３
人
が
被
爆
し
ま
し
た
。

日
本
は
、
核
兵
器
禁
止
条
約

に
批
准
す
べ
き
で
す
。
地
球

上
か
ら
核
兵
器
が
無
く
な
る

ま
で
続
け
ま
し
ょ
う
！

新
型
コ
ロ
ナ
の
抗
体
は
ど

れ
位
の
期
間
有
効
な
の
か
。

自
然
感
染
、
ワ
ク
チ
ン
摂
取
、

い
ず
れ
の
方
法
で
も
体
内
で

立
ち
上
が
る
中
和
抗
体
。
医

療
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
の
第

一
人
者
、
横
浜
市
立
大
学
山

中
竹
春
教
授
が
、
初
期
の
新

型
コ
ロ
ナ
に
感
染
後
、
回
復

し
た
２
５
０
人
を
対
象
に
調

査
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、

感
染
か
ら
１
年
後
、
９
７
％

の
人
が
有
効
な
中
和
抗
体
を

保
持
し
て
い
る
事
が
わ
か
っ

た
と
の
事
。
ま
た
、
重
症
化

し
た
人
の
方
が
、
抗
体
の
有

効
性
を
示
す
数
値
は
高
か
っ

た
と
の
事
だ
。
ア
メ
リ
カ
の

エ
モ
リ
ー
大
学
が
今
年
３
月

に
発
表
し
た
論
文
で
は
、
自

然
感
染
し
た
人
よ
り
も
ワ
ク

チ
ン
を
摂
取
し
た
人
の
方
が

抗
体
の
有
効
性
が
高
い
結
果

が
出
た
と
の
報
告
も
あ
る
。

山
中
教
授
に
よ
れ
ば
現
段
階

で
は
１
年
後
程
度
に
ワ
ク
チ

ン
を
再
接
種
し
た
方
が
望
ま

し
い
と
し
て
い
る
。
世
界
中

で
発
表
さ
れ
て
い
る
こ
れ
ら

新
型
コ
ロ
ナ
に
関
す
る
医
学

論
文
、
そ
の
発
表
数
に
つ
い

て
昨
年
日
経
新
聞
が
掲
載
し

た
記
事
に
よ
る
と
、
１
位
米
、

２
位
中
国
、
日
本
は
１
６
位

と
圧
倒
的
に
少
な
い
。
科
学

技
術
振
興
機
構
理
事
長
の
浜

口
道
成
氏
は
「
日
本
の
大
学

・
科
学
技
術
政
策
の
帰
結
、

予
算
を
削
減
し
続
け
て
き
た

つ
け
だ
」
と
批
判
し
て
い
る
。

ど
れ
位
の
人
が
１
回
目
の
ワ

ク
チ
ン
を
摂
取
し
た
か
人
口

当
た
り
の
割
合
を
示
す
接
種

率
は
、
イ
ス
ラ
エ
ル
６
２
％
、

英
５
４
％
、
米
・
カ
ナ
ダ
４

７
％
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
国
が

３
割
台
と
続
く
。
日
本
は
約

４
％
と
韓
国
や
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
よ
り
も
低
い
１
２
８
位
。

政
策
を
見
直
す
べ
き
で
は
。

京王電鉄よ、争議を早期解決せよ！

４月２４日（土）バス関連支部

（京王新労組）京王線高尾山口駅前宣伝

■５月２７日（木）８時５０分～バス関連

支部（京王新労組）争議支援総行動／京

王電鉄本社前（聖蹟桜ケ丘駅）

■６月１２日（土）１３時半～建交労東京

学校資本論講座３回目

■６月２９日（火）９時～バス関連支部

（京王新労組）株主総会宣伝／京王プラザ

ホテル八王子前（八王子駅）

組合掲示板


